
自動車のボディカバーから介護・防災関連製品も展開
株式会社ケンレーン

愛車を守るボディカバーや車内カーテンなどを手がける株式会社ケンレー
ン。国内の自動車メーカーに対応したボディカバーの純正用品やバイク・自
転車のカバー、車内用カーテンなどオリジナル製品も数多く製造。カー用
品店やホームセンターなどへ卸している。

厳しい試験をクリア 信頼性の高い製品を提供
同社の自動車のボディカバーは紫外線や酸性雨から塗装を守るほか、汚

れ防止、盗難やいたずら防止、色褪せ防止の効果がある。最近は車両の盗
難事件も多発している。しかし、ボディカバーを装着した車はそれだけで車
泥棒の興味を失墜させることができるという。バイクカバーには放火を防ぐ
ため、防炎タイプのカバーもある。

車に乗る度に着脱するためひとりでも簡単に被せられるのも特徴だ。ま
た、ボディカバーの裾に全周ロープ縛り式や前後ゴム絞り式を採用し、風に
飛ばされないよう工夫が施されている。「車やバイクを大切にしたい」とい
うユーザーのニーズに応えた製品を開発している。

また、契約している自動車メーカーの新しい車種が出る度に、工場で採
寸試作を何度も重ねる。物性試験で合格してから、さらに試験を経て量産
を行っている。

有志が集まり自動車ボディカバー事業を継承

代表取締役の尾形豊房氏は自動車のボディカバーのメーカーを経て1991
年に健康食品の販売事業を始めた。自動車のボディカバーを手がけたきっ
かけは、2000 年に古巣の自動車ボディカバーのメーカーが倒産することに
なり、後輩から「お客様へ迷惑を掛けたくないから何とか製品を製造販売
していきたい。」という相談を受けたことだった。「それならうちでやってい
こう」と後輩を含む 8 名とともに事業継承を模索した。

取締役営業部長の藤田勝教氏は「取引先からの要望もあり、我々が前の
会社で扱っていた自動車メーカーの純正のボディカバーの製造を行うことが
可能になった。前の会社は大阪本社で東京・名古屋・九州に支社があったが、
主な仕入れメーカーや協力工場が大阪にあり、集まった 8 名も大阪出身だっ
たこともあって現在の場所で事業を開始した。」と振り返る。

当初は生地の仕入が現金払いになるなど苦労も多かった。しかし、「取
引先へ迷惑を掛けたくない」という想いに応えてくれるように、事情を知る
取引先からのサポートもあり、苦難を乗り越えられたという。

さまざまな方に助けられ大手メーカーの受注を獲得
高齢化や若者の車離れなどから2000 年以降は国内の自動車メーカーの

販売台数は減少。人気の車種のみは売れるが、モータリゼーションで業界

に活気があった頃
と比べると厳しい
環境になっていた。
さらに、前の会社
の倒産が原因で某
自動車メーカーと
の取引は途切れて
しまっていた。

藤田氏は「前の
会社の時から人間
関係はできていたが、当社との直接取引は別。難しいと実感した。ディーラー
を回って相談しても、メーカーとの取引へつなげることはなかなか難しくど
のディーラーからも『無理だ』と言われ続けた。」そんな中あるディーラーの
社長が動いてくれてパーツディーラーを通して一部取引できるようになる。

それから約 10 年。2010 年にその自動車メーカーの方向性が変わり、取
引ができるようになる。「長年の念願が叶ったのも、本当にたくさんの方に
助けられたからと思う。人とのつながりの大切さ、ありがたさを感じた。」

介護用品や防災用品など新たな分野にも進出
2003 年頃から新たな分野への展開も始めた。自動車のボディカバーや

バイクのカバーで培ったノウハウを元に協力工場と提携し、電動車イスのカ
バーを開発した。電動車イスや電動スクーターを使わない時にホコリで汚し
たくないという想いに応える製品だ。高齢化で介護用品のニーズの高まりも
あり、車イス用のレインコートも開発。今まで簡単なビニールのポンチョな
どしかなかったが、しっかりとしたポリエステルで急な雨や冬場の保温用と
しても活躍する。膝部のマジックテープとレッグパイプを結んで固定できる
など車イス専用の工夫が施されている。介護用品総合商社と提携し、カタ
ログに掲載している。

2012 年から協力工場が開発した防災用品の販売も手がけるようになる。
「幾度かの震災の経験が生かされ、被災者が避難所に避難した場合は水・
食料・衣類等は自治体や近隣のボランティア・自衛隊の支援により迅速に
供給される。しかし、避難して落ち着いた頃にプライバシーの保護や家族
単位のスペースの確立の問題が生まれている。避難所で少しでも快適に過
ごせるためにと『スーパー PE BOX』は作られた。防音性、防寒性、弾力
性を備え、安心安全を確保して避難時のストレスを軽減できる。ほかにも災
害時の緊急搬送や寝袋にもなる『スーパー PE 担架』などがある。我々が
得意とするカバーシートの素材を使って非常時に役立てればと思う。」と藤
田氏。行政の指定業者登録も行い自治体への導入を提案している。
「今後は得意分野とする縫製を武器に一般向けのカーテンなどの商品開発
にも力を入れていきたい。販売代理店として新しい商材も探していく。」と
基本事業を大切にしつつ新たな展開への想いも熱い。
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【事業概要】 
自動車ボディカバー・バイクカバー・自動車用室内カーテン・機械カバー・
介護用品・防災関連製品の製造販売

防災用 PEBOX

避難所での居住スペースを確立し、
プライバシーを保護する

「スーパー PE BOX」

●小さな話し声や音を遮断
● パネル全体に防寒・保温効果がある

ため床などからの直接の寒さを緩和
●  80cm の仕切りがあるので心理的に

も安心感がある
● 収納時はコンパクトに組立は数分。

災害時の備蓄に
●長期保管に耐える素材を使用

「T03 アクティブバイクカバー」厚地ポリ
エステル OX。前部盗難防止用ロック用リ
ング付き。裾ロープ絞り。ロープがスッキ
リしまえるポケット付き

「ピタリックスボディカバー」
は高級品カバーのセダン用・
ドアミラー車専用。ポリエス
テル 100% 厚地を使用。スソ
は全周ロープ絞り式。ドアミ
ラー袋付

「自転車用フルパックカバー」クロス＆マ
ウンテンバイクに適応するカバー。自転車
を包む設計なのでホコリが付かなくてす
むのが特徴。屋内に置く場合も砂が上がら
ないようにできている

「RV ボディカバー」汚れ止めカバー RV 車汎用タイプ ( ミニバ
ン・セミキャブ・ステーション）。素材はポリエステル 100％
の薄地軽量を使用。裾は全周ロープ絞り式。ボディカバーの
取扱いは膨大にあるためネットで適合車種の検索ができる


